
第６期西区区民会議 平成２６年度 第４回会議 会議録 

日 時 平成２６年 ９月 ９日（火） １４：００～１５：４０ 

場 所 西区役所 ２階大会議室 

出 席 者

（敬称略）

50 音順

■委 員：出席１３名 

 新井 佐和 公 募           新井 良子 西区花いっぱい運動推進会 

 井坂  功 さいたま市ＰＴＡ連絡協議会西区連合会 小野 順枝 公 募 

 熊谷 安次 公 募           小島 幸子 西 区 民 生 委 員 児 童 委 員 協 議 会

 島田 正次 西区自治会連合会      並木 攻一 第５期委員（区長推薦） 

花崎 節子 公 募           星野 治男 公 募 

村瀬 敬子 西区スポーツ振興会     森川 照子 食生活改善推進員協議会 

矢部 恒男 さ い た ま 市 社 会 福 祉 協 議 会 西 区 事 務 所

■区   金子副区長（オブザーバー） 

■事務局（コミュニティ課）岡村課長 飯塚係長 轡田主査 村田主事 

■運営支援（コンサル） 山口コンサルタント  

■傍聴者 なし 

次  第 １．開 会 

２．議 事 

（１）今回の会議の概要について 

（２）西区の米作り（報告）について 

（３）西区の「食」と地域資源について 

（４）その他 

３．閉 会 

配布資料 会議次第 

資料１：今回の会議の概要 

  ２：西区の新米収穫（スライド映写内容） 

３：区内の食の地域資源 

参考 ：タウンミーティング実施のお知らせ（チラシ） 



１．開 会                                       

・本日の欠席者の報告があった。 

・本日の傍聴人はいない旨の報告があった。 

・前回議事録について修正点がないことを確認し、確定した。（以上、事務局より） 

２．議 事                                      

（１）今回の会議の概要について                              

・前回の会議概要と今回の会議の進め方について、資料１に基づきコンサルタントから説明

があった。 

（２）西区の米作りについて                                 

・島田会長宅の新米の収穫、脱穀、精米等の作業について、事前取材した写真を映写し、島

田会長の解説を交えながら、西区の米作りの現況について確認を行った。 

（３）西区の「食」と地域資源について                           

・西区の「食」に関する現状確認を、ワークショップの形式で実施した。 

・前回の会議で「内野・指扇（主に台地・畑作地域）」と「馬宮・植水（主に低地・水田地

域）」に分けたグループ別の検討作業を実施したが、その結果を、図面などで確認した。 

   ①西区で特に収穫量の多い農産物（コメ、麦、野菜、果実、その他） 

②昔から作られていた郷土料理や、最近はやっている新作料理など 

③ 西区の食材を使ったおいしい食堂やレストランなど 

④ 西区の特産物やそれを使った加工品（おかず、お菓子、その他） 

⑤ 市民活動などで頑張っている食育の啓発活 

⑦ ＢＢＱなどのレクリエーションや、収穫体験（市民農園）など 

⑧ その他 

・前回の結果を踏まえて、提言に盛り込む内容をさらに検討した。 

・区民会議の提言によって個人の食生活を強制又は指導することは難しいことを前提に、西

区の「食文化を活かした健康づくり」につながることについて、以下のような意見交換を

行った。 

①食の楽しさを活用したコミュニティづくりができないか？ 

②区民が食材や食品などを通して地元への関心を持つことができないか？ 

③食文化を通して、新旧住民や異世代交流ができないか？ 

④区内の農産物を通した地域間交流ができないか？ 

⑤生産者と消費者間の交流が生まれないか？ 

⑥おいしい食材捜しなどをテーマとした「食材捜しウォーキング」は？ 

⑦旬のものを通して、四季を通した区の表情を感じる取り組み？ 

⑧区民まつりなどでの地域別創作料理の提供が」できないか？ 

＊意見交換の結果は整理して、次回資料とする予定 

（４）その他                                        



10/4（土）に西区役所で実施されるタウンミーティング（自転車によるまちづくり）

の参加者募集のお知らせがあった。（事務局） 

9/29（月）に実施される大宮アルディージャのクラブハウスで実施されるウォーキン

グ講習会の参加者募集のお知らせがあった。（事務局） 

３．閉 会                                       

以 上 


